
５．その他 

Vol.6 

製製  品品・・技技  術術  PP  RR  レレ  ポポ  ーー  トト

１．企業概要 

会 社 名  八戸製氷冷蔵株式会社 
代表者名  橋本 八右衛門 

窓口担当  橋本 俊二 

事業内容  水産用・食用氷製造販売、他 U R L http://www.8-seihyo.co.jp/ 

主要製品  水産氷、食用氷、炭酸飲料（みしまバナナサイダー、三島シトロン） 

住  所  〒031-0821 青森県八戸市白銀 1丁目 8-1 

電話／FAX番号  0178-33-0411／0178-33-0412 E-mail hashimoto@8-seihyo.co.jp 

資本金（百万円）  33.75 設立年月日  大正 10年 10月 売上（百万円）  従業員数  16 

２．ＰＲ事項 

３．特記事項（期待される応用分野等） 

お椀形はひんやり冷たい器で料理の新鮮さを保ちます。見た目にもおい

しさを引き立てます。 

杯形はひんやり冷たい器で料理の新鮮さを保ちます。見た目にもおいし

さを引き立てます。 

氷器は細かく砕いた氷を形に押し込んで出来る器です。溶けた水は氷

器内部に保水され、飽和状態になるまで器の下に出ません。器の内側

に溜まることもありません。90分は形状を保ちます。 

かまくら形は、お刺身など料理を盛り付けた後にかぶせることで新鮮さは

もちろん、料理を乾燥から守ります。 

青森県南で唯一炭酸飲料水を製造できる製氷会社 

八戸には昔から名水とよばれてきた湧水があります。今で

もこんこんと湧き出る白銀の「三島の水」がそれです。石灰層

の地下水脈をくぐりミネラル豊富な水です。 

当社は大正 10年以来、その水で清澄な氷や清涼飲料水を

作り続けて参りました。県南に残された唯一の清涼飲料製造

メーカーとして「地サイダー」の味を守り、地元はもとより県外

にも八戸を発信してまいります。
商 品 紹 介 

三島シトロン みしまバナナサイダー 

瓶詰め 検査 

サイダー瓶について地元では流用瓶と呼ばれ

る、回収できる瓶を使用しておりますが、地域外

にはワンウェイ瓶と呼ばれる回収しなくてもよい

瓶を使用しております。

氷  の  器 

会社沿革 
酒造業（銘柄八鶴）を営んでいた六代目橋本八右衛門が、八戸水力電気株式会社、

定期バスに引き続き、八戸に水揚げされた魚の保存のため、八戸製氷株式会社を創立

11年 2月 三島商会より営業権の一切を譲り受け、清涼飲料事業開始

製氷機械の余力を利用した冷凍冷蔵業務が好評

本格的に冷蔵事業に着手社名を八戸製氷冷蔵株式会社とする

昭和 5年 5月 貯氷庫（８００トン）を建設

8年 3月 三陸津波により清涼飲料工場被災するが、直ちに復旧

13年    

  

清涼飲料事業（サイダー・ラムネ・タンサン・氷蜜）活発化

16年    

  

清涼飲料の原材料等の配給統制　いよいよ強化される

25年 7月 清涼飲料事業の設備を強化（ラムネ詰機、サイダー詰機）

27年 9月 製氷能力増強、冷蔵工場（冷蔵倉庫３２８トン）を建設

28年 4月 製氷能力増強　日産１８トンとなる

31年 4月 凍結室新設（日産１８トン）、冷蔵工場（冷蔵倉庫２７２トン）を建設

35年 5月 チリ地震津波により清涼飲料工場冠水　直ちに復旧

36年 5月 八戸　白銀大火被災　飲料工場焼失

37年 6月 飲料工場　新設

44年 8月 製氷冷蔵工場（冷蔵倉庫７５０トン　製氷日産４０トン）を建設

57年 6月 冷蔵工場（冷蔵倉庫２９７トン）を建設　ロックアイスの製造に着手

14年 3月

大正10年10月

三島シトロン、みしまバナナサイダーが味・楽・伝 120に認定されました。 

http://www.8-seihyo.co.jp/

